
【9】(1) ∠A = 90◦を満たす直角 3 角形 ABC において、A か
A

B C
H

ら BCに下ろした垂線の足を Hとする。

この時、
1

AB2 + 1
AC2 = 1

AH2 を証明せよ。

(2)放物線P の焦点をF,準線を `,頂点をOとする。P 上に 4点P,Q,R,Sを、PQ,RSがP の焦点弦,PQ ⊥ RSで

あるように取る。

この時、
1

FP・FQ
+ 1

FR・FS
は Pの位置に依らない一定値である事を証明せよ。
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[解答]

(1)

AB2 +AC2 = BC2 (三平方の定理)

A

B C
H

両辺を AB2・AC2で割ると、
1

AC2 + 1
AB2 = BC2

AB2・AC2

AB・AC = BC・AHより、 1
AC2 + 1

AB2 = BC2 1

BC2・AH2

∴
1

AB2 + 1
AC2 = 1

AH2

(2)

P

F

F′ `
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Q
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N
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M′ N′

点 Xから `に下ろした垂線の足を X′で表す事にする。

PQ,RSの中点をそれぞれM,Nとする。

足焦定理より、3点M′,R,F, 3点 N′,Q,Fはそれぞれ同一直線上に有る。

【7】(1)より PM = M′M = QM,∴∠PM′Q = 90◦

∴FP・FQ = FM′2 · · · 1©
同様に FR・FS = FN′2 · · · 2©
∴

1
FP・FQ

+ 1
FR・FS

= 1

FM′2
+ 1

FN′2
(∵ 1©, 2©)

= 1

FF′2
(∵ (1))

これは Pの位置に依らない。■
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